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d --MOVEMENTの応用とその効果

キーワード 文法指導、ムー ヴメン 卜、 有意差

内藤 徹

1.はじめに

変形生成文法は学校におげる英語教育には応用しに〈いと言われるが、 「α-HOYEHENTJという考え

方は応用可能で有効であると思う。

今まで、教室で使用してみて、経験的にこの考えは効果があると思っていたので、今回この理論を

用いた文法指導がと'の程度機能的に作用するかを、実験によって得られたデータを通してまとめてみ

たい。

だたし、この研究は文法を強調してコミュニケーションを軽んじるものではない。指導の一段階に

おいて、この方法が有効であることを証明したいわけである。

2.理論研究

Chomsky ば、すべての言語の移動変形現則はすべて lつの普遍的な超移動変形規則(move田ent田eta

rule)を反映したものではないかと示暗し、それを「 α-HOYEHENTJと名づけた。これは、次のように

定義される。

(1) ALPHA-MOYEMfNT 

Hoveα(wher巴 alphais a category variable. i.e. designates any 

random category you care to choose) 

「α-MOYEト1ENTJには rWH-MOYEHENT j と rNP-MOYEMENT jが考えられる。

1 )州ー明YEME'lTの定義は次の通りである。

(2) wH-司OVEMENT

Adjoin a wh-phrase irnmediately to the left of COHP (COHP=complementlzer) 

2 ) NP-明VEMENTの定義は次の通りである。

(3) NP-円OYE門ENT

可ovean NP into an empty NP-positlon 

頁数の関係上簡単に α-MOYEMENTについて定義だけ述べた。

3.実験研究

1 )仮説

α-MOYEME'lTを用いた方法は、学習者の理解を助け、学習内容の定着に有効に作用する。そして、

η
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この現象は学力上位者により顕著に現れる。

2 )実験クラス(習熟度別授業形態:発展講座と標準講座はT検定で 0.1%水準で有意差がある。)

E2 * 
E3 

発展講座

発属講座

標準講座

大印の講座は「 α-MOVEMENTJの方法を使った。

ES4 

ES5 標準講座 大

3 )実験前の同系統の講座の差

(1)= E 2、(2)=E 3 

T-test 

2学期全体の成績 (l)MEAN=67.10 SO=14.20 N=34 t=2.493 df=70 

. ..(Z)~EAN.モ~~， ~9. . .~Qそ . 7 ， 9.2. ..N.=:3L.. 2~Q ， oz. .*. 
中間考査文法 (l)MEAN=83.60 SO=日.52 N=34 t=1. 562 df=70 

(Z)MEAN.モ~Q ， ~9. . .so= . ~， ~.9. . .N.=:~~. ... 2~Q ， Z 

期末考査文法 (1)MEAN=83.50 SO= 8.69 N=34 t=0.268 df=70 

(2)MEAN=84.0。SO= 6.88 N=38 pく0.8
(1)=ES4、 (2)=ES5

T-test 

2学期全体の成績 (1 )MEAN=58. 2U SO二14.50 N=33 t=1.503 df=64 

ー ー (Z)~EAHモ~~，79.. .S.Q宅 . eJ5. . 月毛JL . .2~OJ.. ー

中間考査文法 (l)MEAN=61. 90 SO=12.50 N=33 t=0.878 df=64 

一一(Z)MEA.N=64，89. .SD宅!J:ß.O. 一 月宅3J. .. .2~Q ，L

期末考査文法 (1)門EAN=64.8U SD=13.50 N=33 t=1. 913 df=64 

(2)MEAN=71. 0。SD=12.40 N=33 pく0.06
従って、 E2とE3には2学期全体の成績において、統計上 2%水準で有意差があり E3の方が

成績がよい。文法においては、 両講座聞には有意差は見られない。 そして、 ES4とES5にはす

べての成績において有意差は見られない。

4 )学習者への説明(例は頁数の関係上省略)

本校で使用しているテキストに則って関係代名詞を提示し、 それから各講座7つの同じ英文を周

いて説明した。 E2とES5は EMBEOOINGと刷-MOVEMENTを用いて説明し、

方法を用いないで行った。なお、 WH句は情を受け継ぐことも確認した。

5 )テスト

1 .次の2文を関係代名詞を用いて 1つの立にしなさい。

1) 1 have a friend. She is a good secretary. 

2) The house is very nice. He bought it yesterday. 

3) That is the lady. 1 spoke with her in the hotel. 
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Its roof is red. ~) The house is To田，s. 

2.次の下線部を問う疑問立をつくりなさい。

John will do the work next. 

ー_1__ _1;_ ~_ _ _ _ J _ _ _ _ t:_ ~ . _ _ _ _ L _ _ _ _1;; _与ー生ー・1・・_~1;_~_豆­
H一一L_)}一一L___n一一__ L . _ _ _ _ ~ _2.. _ _ _ _1_ _ _ _ _ _ ~! _ _ _ 

61.6 31.9 40.6 

s )テス

84.2 皿ean1 

20.3 19.3 23.8 17.6 SO 

にし一一l一一_.O...n __ L __Q ，97， L、__ _ O.. .9~ L __ _ .Q， 9~. 11 a~問

2 l t=1. 716 t=4.481 T-

df=61 

一一一_1一一一一-p~- 旦.001 **失1一ーーー一ー一_[ls_Lt_ーー ー司
四日an1 90.2 70.3 38.3 46.8 

df=68 testl 

19.4 18.2 21.9 16.8 SD 

|設問0，97. _ _ J . _ . . . .o" _~~ . . J _ _ _ _ . _Q. 94 0_ .9~_ _ L I
 

P
A
-

1のみt=1. 763 tニ4.1-19 T-

df=61 df=68 tes t 1 

ど 0.09

7 )学習者へのアンケー卜とその結果

学習者が説明を受けて、実際どのように思っているかを知るために、次のようなアンケー卜を行

< 0.001 *** 

った。

(方法について説明も加えた)あなたは次のと'の方法が解りやすいですか。

を関係代名詞を用いて 1つの文にし

なさい。

He bought it yesterday. 1. The hous日 ISvery nlce. 

(関係代名詞にかえてそのまま l文に)He bought it yesterday. 

which 

1)盟主占型笠 isvery nice. 

→The house which he bought yesterd町 isvery nice. 

ヘHebought it yesterday. (WH-移動変形を用いて)

L一一 一ー which

2) The h型seis very nice. 

→The house which he bought yesterd町 isvery nice. 

(埋め込み変形とWH-移動変形を用いて)

→The hoU5elwhich he bOllght一一 yesterdayJis very nice. 
2. 1 t seems that John is honest.を Johnを主語にした単文にしなさい。

3) 也旦h旦註~ [ he bought it yesterday is very nice. 

which 

(そのまま単文に)

ph
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1) John seems to be honest. 
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(主語を空の位置から文頭へ)

(see田S を付加する)

→John seems to be honest. 

アンケートの分析 (E2. ES5の数字は人数)

E 2 : N=34 E S 5 : N=32 

ーーJーーーーー...L・..・・ーーーー----χ. .t.e.s. t .ー.1..ーーー.....4，ーーーーーーー.X.t号泣一-ー
番 号1.) . . . . . .2. .一ー.. J.一一一ーーー一一一一.1..J . _ ...?一一一.)....
E 21 3 30 p<O.OOI***1 1 20 13 p<O.OOI*** 

. _. -'-.c~%).. {2Xl. (~~幻ー ー ー 1. 0.%).(与~%} .(3.~%)ー

E S 51 8 13 11 pく0.6 1 10 18 4 pく0.02*

13 

しについては、 E2の方がめの EI1BEDDINGと WH-110VEI1ENTを用いた説明の方が理解しやす

いというのが圧倒的に多く検定の結果 0.1%水準で有意差がある。しかし、 ES5では、検定の結

果でも3つの方法の聞には差がない。

2. においては E2 の方が 2) の NP-門OVE I1 E~T を用いた万が理解しやすいようであるが、 3) も若

干いる。検定では 0.1%水準で有意差があり、 1)は極端に少ない。 ES5は1)と 2)が多く 、検

定でも 2%水準で有意差がある。

全体的に見ると、 E2の方が文法的説明(主に WH-110VE円ENTや NP-MOVEI1ENT等の理論)を加え

た方が理解が良くなると言えよう。

8 )指導者へのアンケートとその結果

胡係代名詞を教える場合 WH-MOVEI1ENTを用いて行う場合と用いないで行う場合が考えられるの

で、本校英語科教諭 10名にアンケート調査をした。[20代2名、 30代2名、 40代l名、

50代5名]

アンケート内容は次の通り。

あなたは、次の1. 2.の英文を教える場合、次のと'の方法で、行いますか。また、その他の方

法があればお書き下さい。

1. The house is very nice. He bought i t yesterday. を関係詞を用いて lつの文にしなさい。

1) Th旦h盟主gis very nice. He bought it yesterday. 関係代名詞にかえてそのまま 1文に)

which 

→The house which he bought yesterday is very nice. 

2)盟主主旦useis very nice. . He bought it yesterday. (WH-移動変形を用いて)

」ー一一一一-wh ich 

→The house which he bought yesterday is very nice. 
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J) The house [ he bought it yesterd町 isvery nice. 埋め込み変形と州ー移動変形を用いて)

which 

→The house [which he bought一一 yesterday1is very nice. 
モ一一一一一一ー一一一一一一一J

2. I t seems tha t John is honcs t.を Johnを主語にした単文にしなさい。
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(そのまま単文に)

(主語上昇変形を用いて)

( seemsを付加)

→John seems to be hones t. 

アンケートの分析

'1=10 

---'-一一一一Lーー一一ーー一丈_;_esL..Lーー一_._~L ーーー一一 X__t~H一

番一一号L.L ..2..ーーJーー一 一一一一ー_. J一一_.1.一一一2一一一一一他ーー
人数I 3 6 p< 0.2 7 2 pく0.0肘

|(30%) (60%) (10%) 1(70%) (20%) (10%) 

1番の立においては 2)の方法が多いが、 1)も予想以上に多かった。 3)は筆者のみ。検定の結

果、若干の差がある。(付記:学習者は、中学校ではかなりの学較において1)の方法であったと

述べている。 1

2番の立では、1)がほとんどで 2)は20代の教員と筆者の2名であった。検定の結果 5%水準

で有意差がある。

9 )考察

E 講座と ES講座は、前者か発展講座でi走者が標準講座であり、 1、2学期の成績は O.1% 水

準で有意差がある。この実践の中でE2とES5には EMBEDDINGと WH-MOVEMENTの方法を用いて

関係代名詞を教えた。

発展講座である E2とE3は2学期全体の成績において E3の方が 2%水準て』成績が良いにもか

かわらず、その確認テス卜では設問1. 2.において E2が 84.2、E3は 51.6で 0.1%水準で

有意差があη、E2の方が良い。また、設問]だけでも E2 90.2. E 3 70.3と.やはり0.1%水

準で有意差があった。

原準講座である ES4とES ;):士、 2学期の成績では有意差はないが.確認テストの結果、設問

1. 2.では、 ES4は 31.9、ビ 85は 40.6で若干ES5の方が良〈、設問 lだけの渇合、 E

84 38.3、ES546.8て、その圭がやや大き〈なる。しかし、統計土の有意差と言えるような大

きな差は見られなかった。

そして、行ったテストはすべてれ頼度係数が 0.94以上て、信頼性があると言える。

以上のことから、発展講座においては、 EMBEDDINGと WH-MOVEMHiTを用いる方法は効果的であり、

ょη有効てあったと考えられる。また、ごれを裏付ける資料として、頁数の関係上省略したが、
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「学習者への説明」時に得られたデー勺では、この方法は学習に大きな役割を果たした。そして、

「学習者へのアンケート」の中でも明らかになっているように、E2の学習者の方が EHBEDDINGと

WH-HOVEHENTを用いた方法の方を理解しやすいと言っている。しかし、 ES5の学習者の方も附

ー円OVEHENTを用いた 2)3)の方が1)よりも理解しやすいという割合が高い。

さらに、テストは行わなかったが、NP-HOVEHENTについても E2の方が、アンケー卜の中の2の

.2)の方法が理解しやすく、つづいて 3)の方法となっている。一方、 ES5の方は 2)の方法につ

づいて1)の方法となっている。

総合的に言うと、 α-HOVEHENTを用いた方法は、学習者の理解を助けると言える。そして、特に

学力上位者には EHBEDDINGや α-HOVEHENTの文法的説明がより効果的である。従って、仮説は証

閉されたことになる。

4.おわりに

変形生成文法は英語教育に応用 しにくいと言われてきたが、この小論の中で見て きたように 「α-

HOVEHENT Jは説明および定着において有効であることが解った。しかも、学力の高い学習者にとって

はより効果がある。学校英語教育の中で文法を強調しすぎるのは当然問題があるが、やはり外国語と

しての英語教育の中では、学習者の理解を助けるという点から見ても、文法的説明は必要であろう。

最近 COIllU1Unlca t lOnを目指す英語教育の中で、文法無用論とも言われる発言も一部にある。しかし、

導入時に文法的な理解をして drillをし communicationへという方法、または別の方法でも良いが、

ある段階で文法的な理解をするということが必要なのではないだろうか。

(福井県立鯖江高等学校)
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